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"Problen1 Family"概念の検討
岡 村 重 夫
THE CONCEPT OF tpROBLEM F AMIL Y" 
By SHIGEO OKAMURA. 
との概念は，主として第二次大戦に関連してとりあげられ，現在たおいわば 「形成途上Jに遣うるだ
けに，各方面からいろいろの名称をあたえられている。例えば 「問題重複家主失J(multi-problem 
famiJy)， 1) 1望み友き家族J(hopeless family)， 2) 1到達しがたい家族J(hard-to-reach 
family)， 3)1抵抗家族J(hard core family)， 4) 1必要であり主主がら望またい家族J(needing 























































“probJem family" とは，主人上にあげたようた欠陥の大部分を併せもっている家族でるる， と
いうのが， ζの「家族病理的概念規定Jの結論である。とのよう注規定の仕方には，多かれ少泣か
れ，“problemfamily" ~対する道徳的非難を伴うている点はとれを別としても， なおそとには
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てもみるととができる。 1957年から1959年にわたって Rochester， N. Y .で行われた “Derno-
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認撒が重要でるる。かく して “problernfarnily" という発想法のもつ問題意識の一つは，あた
かも解体，分散するかの如〈息われていた家族福祉事業に対して，右のようた固有の問題領域の可
能性を示唆した点で遣うろう。 10)
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族診断は「家族構造J r家族機能J r家族感情および関係の変化傾向J r家族グイナミッグスの性
格と理由」についてなされるべきものであるから，彼の“Fami1yDiagnosis Model"もとの4
項目から成る。家族構造の Model比両親と未成年の子から成る中核家族であり，家族機能比
家族内部における三つの subsystemすゑわちspou田 system.parent-childsystem. sibling 
systemにおいて，家族員のはたすべき socialroleとしてとらえられる。かくして rfamily 
model は，個人的にも社会的にも，満足た結果をもたらす役割笑行の恒常的君主関係を示しう
るJ12】とされる。 更に各system内における roleの実行は常に積極的君主感情を生み，また family
cycle tz::応じてとの感情と関係は一定の方向に変化する。ととにもまた一つの基準概念が成立
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えつけ，その消極的感情が両親と同一視された社会的権威に，従ってまたモの一部としての 叩c-
ial worker 1':，転移されるという理解や，17} また socialworker as profession とかかる
“problem family"との聞に②る文化的距離のために， 両者聞の基本的君主コムミ ュエケーショ
ンが困難であるととに，抵抗の原因をみとめようとする立場，IS}互支はまたかれらの過去における，






(i) 類型 !の “problemfamily"は多〈の社会的サーピスを必要としたがら， とれを拒否す
るものでるったのに対して，ととでは多〈の社会的サー ピスを消費したがら，生活困難の状態を改
善するととのでき友い “problemfamily"の喜うるととに注目したい。 いわゆる 「慢性的ケース」









endency needの存在と同時に，施設 ・機関の側における casework技術の未熟たいし関係、後関
の無連絡，無統制による対象者指導方針の混乱・矛盾等がるげられている。従ってとれらの類型E




























(1) Kenneth Dick and Lyd泊 J.Strnad， The multi-probJtm Family and ProbJem of Service， in 
Social Casework. June 1958 P .349 
(2) Kermit T. Wiltse， The "Hopek~s" F~mily， in Social Wt;!f2Tt Fcrum.1958， P.135 
(3) Ruth E. Lindenberg， Hard to Reach ; Client or Casework Agency? ， inSocial Work (U .S.A. )Oct.， 
1958.P.23 
(4) AJice Overton釦 dassociates， Casework Notebook， 1957， P 6. 
(5) Baden Street SettJement， Volunteer Ca~e Aide DemoI!stration program fcr p， obltm Family. 
1960， P. 15 
(6) A. F. Philp and Noel Timms， The Problem of "The Problem FamiJy". publisbed Family Service 
Units. 1957. P. 7 . 
なお本惑によれば，英国で"problemfamily"とL、う用密がはじめて意磁的に使わたのは， 1943年溌行の
Wome目、Groupon PubJic Welfare， Our Towns， O:xford University Pressにおいてであった。オラン
〆においては.すでに 1917年以来、-socialfamily"にますする強制的収容保護による監督指導が行われ
ていたという。なおこの点については PenelopeHalJ， Social Service of Modern England， 1957. P. 
130以下参照.
(7) A. F . Philip ar.d Noel Timms， ibid.はその郡題として Acrifical review of the literature cocerning 
the' problem fami1y' aud its treatmentとしているのによる。
(8) C. P. Blacker， Problem Family ; Five Enquiries. 1952による。
(9) Baden Street Sεttlement， Patterns of Ch.mge in FamiJies assigned to the Voluntf.er Case Aide 
Program 4/1/58~ 1j:3 1 /60 . 19ω 
( 8 ) 
岡村;"ProbJem FamiJy"概念の検討 -137ー




(1) Otto Pollak， A Family Diagnosis Model，に対する RichardBrownnの Comment.in The Socicl 
Service Review， Vol.:x:xxJv No.l， March 1960. P~. 
。由 OttoPollak. ibid. ，P. 25. 
(I~ ibid. P.28 
(1.0 ibid， P.28 
(1事 HeJenHarris Perlman. Family Diagnosis; Some ProbJems， in The Social WeJfare Forum， 1958， 
P. 125. 
(1申 RuthEllen T.indenberg， op. cit.， P， 26 
0司 KennethDick & Lydia J. Strnad， op. cit.， P.353 
OS ibid.， P.353以下，および R.E.Lindenberg. op. cit.， P.24以下
(19) Alice Overton & associates. op. cit.. P. 19 
帥 BrudJeyBuelJ. Community PJannIDg for Human Services， 1952 
121) Walter Haas， Reaching Out-A Dynamic Concept in Casework， in Social Work (U.S.A)， vol 4. 
NO.3. July， 1959. P.42以下
( 9 ) 
